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第 52 回 JSPA 総会が 2023 年 8 月 26 日（土）に広島県廿日市市の安芸グランドホテルで

開催され、約 100 人の会員が家族とともに集まりました。 

総会では 2023 年度事業報告・決算報告・監査報告が提出され、また 2024 年度事業計画

案・予算案も審議され、全てが参加者によって承認されました。 

今年は 2 年に 1 回の役員改選期であり、遠藤会長が再任され、新体制で運営されることに

なりました。 

 

 

 

 
 

第 52 回 JSPA 総会報告 
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 特別公演では石見神楽（日本遺産構成文化財）を鑑賞

しました。演目の一つに「大蛇（おろち）」があり、須

佐之男命（すさのおのみこと）は娘を大蛇に食べられて

しまうという老夫婦に出会います。そこで命は老夫婦に

毒酒を作らせ、大蛇が飲んで酔ったところを退治しま

す。この際、大蛇の尾から出た剣が三種の神器の一つと

され、それは後に熱田神宮に祀られることになります。

というあらすじで、公演後は衣装や大蛇の着ぐるみをまとい、記念撮影会が行われました。 

 懇親会では各地から持ち寄られたお酒・ワイン・リンゴジュース等を楽しみながら、料理

を味わいながら懇親を深めていました。また、今回総会開催地の広島県か

ら次回開催予定地である長野県へと、JSPA 旗が引き継がれました。 

 翌日の観光は呉市に移動し、大和ミュージアム・てつのくじら館を訪れ

ました。ここでは戦艦「大和」の大砲を作った実物の旋盤や実物の 10 分

の 1 の「大和」模型、実際に活躍していた潜水艦の

内部を見学しました。 

 広島県は観光地が沢山あり参加者は前泊や後泊を

して広島県を満喫した後、家路につきました。 

 パトロールニュースで紹介できなかった写真は JSPA ホームページの

WEB アルバムより見ることができます。右の QR コードを読み取って

ご利用ください。 
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第 52 回 JSPA 総会アルバム 
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第 53 回 JSPA 総会は長野県で 2024 年 9 月 1 日（日）～2 日（月）に計画されています。

2020 年に予定されていた長野県での開催は新型コロナウイルスの影響により書面総会となり、

現地での実施が叶いませんでした。しかし、田村一司常任理事の協力により、同じ開催地の長野

県茅野市の会員制リゾートホテル「エクシブ蓼科」での開催が実現します。 

このホテルは会員制であるため、土・日では予約が取りにくく、日・月で開催します。家族・

友達など一人でも多くの方々の御参加をお待ちしております。 

詳細は次号のパトロールニュースでお知らせいたします。 

 

 

ブリティッシュ・カントリー・スタイルをコンセプトに、

自然の鼓動を感じる高原リゾート。 

英国の伝統が優雅に漂う、八ヶ岳西麓のハイクオリティな

会員制リゾートホテルです。 

 

 

北八ヶ岳ロープウエイは、八ヶ岳の北端に位置する北横岳と縞枯山の

間に架かり、山麓駅（標高 1,771m）から山頂駅（同 2,237m）まで

の高低差 466m を約 7 分で駆け上がります。その間、刻々と変わる山

岳風景を目の前に眺める空の旅は迫力満点。降り立つ山頂には、ハイ

マツやコメツガなど溶岩台地を覆う低木や高山植物が群生する坪庭自

然園が広がります。四季折々の魅力にあふれた北八ヶ岳には、ゆっく

り歩いてみたい大自然があふれています。 

    

長野県 JSPA 総会プリインフォメーション 
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【2023 年度事業報告】 

事業行事名 期日 場所・内容 

地区幹事会 2022/ 7/ 9 青森県・青森市 南部屋 海扇閣にて開催 

総会 2022/ 7/ 9 青森県・青森市 南部屋 海扇閣にて開催 

第 1 回理事会 2022/ 7/ 9 青森県・青森市 南部屋 海扇閣にて開催 

SAJ 全国安全対策委員長会議 2022/11/ 5 オンライン 

会報発行 2022/12/15 パトロールニュース 84 号発行 

SAJ スキーパトロール検定会 
2023/ 2/24-26 

2023/ 2/23-25 

第 1 会場：北海道・ルスツリゾート 

第 2 会場：栃木県・ハンターマウンテン塩原 

SAJ スキーパトロール研修会 2023/ 3/18-19 

2023/ 2/18-19 

西日本会場（研修会）：岐阜県・ほおのき平スキー場 

東日本会場(総会・研修会）:秋田県・たざわ湖スキー場 

会報発行 2023/ 6/15 パトロールニュース 85 号発行 

常任理事会 2023/ 7/14 宮城県・仙台市 丘のホテル 

業務・会計監査 2023/ 7/15 宮城県・仙台市 丘のホテルにて監査 

第 2 回理事会 2023/ 8/26 広島県・廿日市市 安芸グランドホテルにて開催 

支部活動 年 間 各支部 

物品販売 年 間 物販内容の充実・サービスの拡充 

ホームページ 年 間 サイトの充実 

【2024 年度事業計画】 

事業行事名 期日 場所・内容 

地区幹事会 2023/ 8/26 広島県・廿日市市 安芸グランドホテル 

総会 2023/ 8/26 広島県・廿日市市 安芸グランドホテル 

第 1 回理事会 2023/ 8/26 広島県・廿日市市 安芸グランドホテル 

SAJ 全国安全対策委員長会議 2023/10/28 オンライン会議 

会報発行 2023/12/15 パトロールニュース 86 号発行 

SAJ スキーパトロール検定会 2024/ 3/ 2-3 第 1 会場：青森県 大鰐温泉スキー場 

SAJ スキーパトロール研修会 
2024/ 3/16-17 

2024/ 2/17-18 

東日本会場：長野県・志賀高原・一ノ瀬スキー場 

西日本会場：兵庫県・ハチ高原スキー場 

会報発行 2024/ 6/15 パトロールニュース 87 号発行 

常任理事会 未 定  

業務・会計監査 未 定  

第 2 回理事会 2024/ 9/1-2 長野県・茅野市 エクシブ蓼科 

支部活動 年 間 各支部 

物品販売 年 間 物販内容の充実・サービスの拡充 

ホームページ 年 間 サイトの充実 
  

2023 年度事業報告・2024 年度事業計画 
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決算期間は 2022 年 5 月 1 日～2023 年 6 月 30 日、予算期間は 2023 年 7 月 1 日～2024 年 6 月 30 日 
【収入の部】 

科目 2023 年度決算 2024 年度予算 適用 

入会金 41,000  50,000  新規、再入会  

年会費 737,000  750,000  年度会費、終身会費 

物品販売収入 123,900  100,000  ネームプレート、ステッカー、バッチ、名刺 

雑収入 164,592  430  貯金利子、寄付 

特別積立金より 0  0   

繰越金 1,088,352  684,570  前年度より繰越 

合計 2,154,844  1,585,000  新規、再入会  

【支出の部】 

科目 2023 年度決算 2024 年度予算 適用 

事務局費 120,112  150,000  事務消耗品、インターネット経費等 

通信連絡費 448,281  300,000  切手、葉書、宅配便送料、郵送料 

会議費 157,000  600,000  理事会、地区幹事会 

交通費 59,605  50,000  パトロール検定会（ﾙｽﾂ、ﾊﾝﾀｰﾏｳﾝﾃﾝ塩原） 

印刷費 255,745  200,000  封筒、会報（83,84,85 号）等 

物品作製費 79,531  100,000  ネームプレート、ステッカー、缶バッチ、名刺 

協賛金 0  0    

積立金 350,000  150,000  特別積立金会計へ 

予備費 0  0    

小計 1,470,274  1,585,000    

次期繰越金 684,570  0  次年度へ繰越 

合計 2,154,844  1,585,000   

特別積立金会計  
【収入の部】 

科目 2023 年度決算 2024 年度予算 適用 

繰越金 1,100,000  1,450,000  前年度より繰越（定額） 

積立金 350,000  150,000  一般会計から 

雑収入 0  0   

合計 1,450,000  1,600,000   

【支出の部】 

科目 2023 年度決算 2024 年度予算 適用 

一般会計へ 0  0   

次期繰越金 1,450,000  1,600,000  次年度へ繰越 

合計 1,450,000  1,600,000   

次期繰越金 1,450,000 円  内訳（郵便定額貯金 1,450,000 円）  

2023 年度決算報告・2024 年度予算 
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2023 年 10 月 28 日（土）13：00 から、全国安全対策委員長会議が ZOOM ミーティングで開催さ

れました。出席者は（公財）全日本スキー連盟教育本部担当理事・安全対策部専門委員、加盟団体安全

対策委員長（または代理）及び JSPA 遠藤正会長が出席し、審議・

報告・その他質問等が行われました。 

1. 出席者紹介 

2. 資料確認 

3. 開会宣言 

4. 担当理事挨拶 

5. 審議事項 

6. 報告事項 

7. 閉会宣言 

※（公財）全日本スキー連盟安全対策部安全対策委員会のホームページからの情報をもとに、議事録の 4、5、6 を掲載します。 

 

４ 担当理事挨拶   

 
教育本部担当
理事 富樫泰一 

 

  

この会議は、シーズン初めに各加盟団体の安全対策委員長様や日本スキーパト

ロール協議会会長の遠藤正様にご出席いただいて、スノースポーツの安全対策や

スキー場の安全管理等について情報交換するとともに SAJ 事業の円滑な運営のた

め、各種事業に対するご理解とご協力を得る大変重要な場でもあります。  

特に今シーズンは、検定関係規程の大幅な改正によって、受検者へのきめ細か

な対応が不可欠なことから本会議でお知らせする説明の内容について十分理解さ

れたうえで養成講習等の実施をお願いします。 

主な事業としては、検定会は青森県大鰐温泉スキー場、スキーパトロール研修

会は長野県志賀高原、兵庫県ハチ高原で開催されます。関係する加盟団体の皆様

にはいろいろとご迷惑をおかけしますがどうぞよろしくお願いいたします。 

今シーズンは昨シーズンを上回るスキー客の増加が予想されることに伴い、ス

キー事故、傷害の増加が予想されることから万全の準備をお願いします。 

（公財）全日本スキー連盟 

安全対策部安全対策委員会 
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5 審議事項 

（1）２０２４年度 SAJ 教育本部安全対策部事業計画について 

 

 

 
  

検定会について 

―――事項全般――― 

理論試験については、マークシート方式で試験時間は 60 分。 

合否の判定基準は 100 点満点で 60％以上が合格と改正された。 

雪上実技については、基礎種目は「プルークボーゲン」「横滑り」「パラレルターン小回り」「パ

ラレルターン大回り」の 4 種目、搬送種目「制限搬送」「真下搬送」の 2 種目、計 6 種目に改

正。実技の要領は、受検者ハンドブックや SAJ ホームページ掲出の映像を参照のこと。  

他方で「片開きプルーク」と「救急法テスト」、「ロープ操法テスト」は養成講習で講習内検定と

して実施し、全種目の合格をもって養成講習会修了とし、検定会では検定しない。  

―――会  期――― 

２日間というタイトなスケジュールになる。  

具体的なスケジュールとして、1 日目に全ての実技テストを、2 日目午前に理論テストを実施

し、午後に合格発表を予定する。  

―――申し込み要件の特例措置―――  

今シーズンの特例措置と同様「赤十字ベーシックライフサポーター認定証」取得を申し込み要件

とする。 

2024 年度から新検定を実施することに伴う移行措置として、改正前の養成講習修了の資格によ

る受検者に対して、講習内検定種目の検定を検定会会期中に実施する。 

要領は「受検者ハンドブック」公認スキーパトロール検定及び養成講習の実施要領別表④・⑤・

⑥を参照のこと。 

加盟団体においては、該当する受検者の把握をし、検定会会場にロープ・三角巾を持参するよう

指示する。 

―――2021 年～2023 年合格者の特例に対する対応――― 

日本赤十字社救急法救急員（以下「救急員」）認定証未取得者：救急員養成講習を終了し、認定

証の写しを SAJ に提出する。 

養成講習未了者：公認スキーパトロール研修会を 2 年連続して受講する。 

各加盟団体にといて対象者を把握し、修了／受講するよう指導をお願いする。 

SAJ直轄スキーパトロール研修会は、昨シーズンと同様に東日本会場、西日本会場の 2会場で開催する

ため今シーズンは隔年開催の総会はない。 

公認スキーパトロール検定会について、今シーズンより改正された検定制度の実施が始まる。 

会場は１会場での集約開催で、会場は青森県大鰐温泉スキー場。 

検定制度は、登録会員数の減少に伴い受検者数も年々減少しており、事業の開催も困難な状況と

なってきていることから、事業内容の精査を行い、改正した。 
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６ 報告事項 

 （３）その他質問 

 
【質問１】 

埼玉県スキー連盟 

佐藤委員長  

A1.川内委員長  

講習内検定の 3種目全ての合格をもって養成講習の修了と認められる。1種目でも不合格

であれば、養成講習修了証は発行できないので、しっかりと講習中で指導をお願いします。 

A2.上杉部長  

様式が統一された。SAJホームページサイドメニュー（右側）にある 

［ライブラリー 各種資料］→［教育本部］→［2023年 09月 20日］ 掲載のニュースから必

要な書式をダウンロードし、都道府県スキー連盟の長の名前で「【教育本部】2024養成講習

修了見込届」を作成し、受検者から提出させる。赤十字・消防関係資格（赤十字救急法救急

員、赤十字ベーシックライフサポーター、救急Ⅰ課程以上）を取得見込みの場合に提出する「赤

十字・消防関係資格取得見込届（別添様式参照）」取得見込届も同様。 

  他にも改正された点があるので、受検者が困惑しないよう、よく規程等の内容を確認のうえ

伝えてほしい。例とし、検定会受付時に公的な本人確認書類（運転免許証、パスポート、マイナ

ンバーカード、健康保険証のいずれか 1点）が必要、など。 

 

【質問２】 

広島県スキー連盟 

平川委員長 

 

A. 上杉部長 

単に検定だけではなく、スノーボードを使用した研修会や養成講習会の実施方法等

も十分調整していくことの必要があるので、しっかりと決めごとを作るために、慎重

にスノーボードによるスキーパトロール受検について検討しているが、今回は見送る

ことした。 

  

Q1.講習内検定の種目が不合格となった場合はどのように扱うのか。 

 

Q2.検定の申込み時必要書類のうち、受検年度に養成講習修了見込みの場合に提出す

る、加盟団体長名で養成講習修了見込みと記載した文書 PDF（A4判、様式自由）は、

どのように作成したら良いか？ 

Q.昨年のこの会議で言及されていた、スノーボードやテレマークでの受検の検討

について、進捗状況について教えてほしい。 
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【質問 3】 

岐阜県スキー連盟 

内方安対委員 

 

A. 上杉部長 

SAJ 直轄の研修会であるか、加盟団体主管の研修会であるかを問わない。 

 

 

  

❖  ❖ 
 

昨シーズン、栃木県内のスキー場でスキーヤーがスノーボーダーに 

後方から衝突する事故が発生した。スキーヤーは SAJ１級を所持していた。 

スキーヤーが後方から衝突したことから、過失傷害罪で立件できるか、県連への意見聴取があった。前方

不注意としての過失責任より、相手がけがをした結果責任に刑事責任追求の方向で進んでいるとのこと

で、後方からぶつかったことを起訴内容として、今後も県連への意見聴取がある。内容はスキーにはどの様

な資格があるのか等に関する聴取である。このような事故で過失傷害罪が問われる事例が全国的に出てく

る可能性があることから、注意すべきこととして報提供する。 

Q.養成講習未修了で検定に合格した者に義務付けられている、２年連続で受講す

る研修会は、SAJ 直轄研修会でなければならないか？ 

●日本スキーパトロール協議会 遠藤会長より 

 

毎年のことですが、JSPA総会の報告ということでお礼申し上げます。 

今年の第 52回 JSPA 総会は 8月 26日～27日に、広島県安芸グランドホテルで開催されました。鳥取

県以来 10年ぶりに西日本での開催。広島県スキー連盟会長、理事長を来賓として迎え、盛大に開催でき

ました。 

来年の第 53回 JSPA 総会は長野県蓼科で開催されます。皆様のご参加をお待ちしています。 

また毎年パトロール検定会では JSPA の担当者がお邪魔しＳＡＪのご配慮により入会手続きをさせていた

だいております。ありがとうございます。今後ともパトロール協議会をよろしくお願いします。 

栃木県スキー連盟 新井委員長 
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 私たちのスキー場「北海道網走レークビュー

スキー場は、氷に覆われた湖と流氷が見えるオ

ホーツク海側特有の景観とパウダースノーが楽

しめるスキー場です。 

 全７コースのうち、６コースでスノーボード

滑走が可能な市民スキー場で、女満別空港から

車で１８分、網走市内中心部から１０分ほどの

近さにあります。コース全般は中斜面が多く、

リフトを降りると緩斜面から急斜面、中斜面と

変化に富んだコースです。 

 

 自然雪の営業の為、例年営業は１月中旬から３月２０日頃までになり、平日の午前中は市内の小学校及

び高校のスキー授業があり、賑わっています。 

 さて我々網走地区スノーパトロール団は現在２３名の団員で、平日はナイター、土曜日は午後からナイ

ター、日曜日は朝から午後５時まで班を編成して活動しています。 
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 団員の構成は SAJ パトロール６名、日赤パトロール５名、スノーボードパトロール６名、他団員は今後

パトロール取得を目指して頑張っています。団員の中には指導員も多く、滑走日数は多くなります。 

 年２回の団員交流会を通して団員の団結を深めて楽しく活動できるように心がけているところです。 

   

 天気が良ければ山頂から知床連山が見えるスキー場に是非お越しください。 

 

 

 

 

  

後列右から 

 疋田政春、上野勝、鈴木秀之、菊池昌子、

浅間嘉一、横内雅寛、秋葉暢康、山本康太郎 

前列右から 

 西前敏雄、菊池正夫、横山敬史、山形浩之

副団長、大内睦未、高橋清一団長、小泉真澄 

右から 

横内雅寛理事、小泉真澄理事、本間儀尚副団長 

高橋清一団長、松原敏行理事、今野貴之事務局長 
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 ★は新役員となります。 
[会長] 

遠藤  正 (岩 手 県24 期) 

[副会長] 
池田卯一郎 (北 海 道31 期) 
田口 晶英 (秋 田 県10 期) 
廣田 正利 (富 山 県22 期) 
扇浦 行弘 (福 井 県23 期) 
小椋 健司 (愛 知 県20 期) 
相澤  徹 (徳島県 Dr.07) 

[理事長] 
白取 裕士 (青 森 県32 期) 

[副理事長] 
酒井  潤 (東 京 都32 期) 

[常任理事] 
富樫 美昭 (北 海 道28 期) 
石川由紀子 (茨 城 県45 期) 
田村 一司 (長 野 県24 期) 
佐藤 俊寿 (埼 玉 県38 期) 

[理事] 
影山 広美 (北 海 道25 期) 
須藤 光春 (青 森 県24 期) 
前田 初志 (福 井 県35 期) 
毛利信太郎 (広 島 県31 期) 

[監事] 
西舘  忍 (岩 手 県24 期) 
遠藤 秀明 (福 島 県36 期) 

[名誉顧問] 
富樫 泰一 (SAJ 安全対策担当理事) 
上杉 一哲 (SAJ 安全対策部長) 
川内 慎吾 (SAJ 安全対策部安全対策委員長) 

 

[顧問] 
草彅 俊一 (元会長) 
一戸 繁輝 (前会長) 

[アドバイザー]  
速水  修 (元 SAJ 安全対策委員長)  
片倉 善文 (元 SAJ 安全対策委員長)  
上平  尚 (元 SAJ 安全対策委員長)  
秋元 洋一 (前 SAJ 安全対策委員長) 

 

[参与] 
松本 徹也 (功労者) 
本宮 秀孝 (功労者) 
照井 敏勝 (功労者) 
小林 正彦 (功労者) 
久永 正利 (功労者) 
平田 春雄 (功労者) 
中村光一郎 (功労者) 
志水  淳 (功労者) 
加茂 勝康 (功労者) 
加藤 昭光 (功労者) 
保坂 淳司 (功労者) 
 

[地区幹事] 
奥島 玲子 (北 海 道30 期) ★ 
小笠原崇文 (青 森 県37 期) 
青名畑幸彦  (岩 手 県37 期) 
奥山 光幸 (宮 城 県26 期) 
金子 賢也 (秋 田 県41 期) ★ 
稲村 豊作 (福 島 県27 期) 
宍戸 彬子 (茨 城 県46 期) ★ 
高根沢春樹 (栃 木 県61 期) ★ 
茂木真理子 (埼 玉 県52 期) 
吉田 浩二 (千 葉 県31 期) 
野口 幸子 (東 京 都51 期) 
小川  康 (神奈川県37 期) 
辺見 秀利 (新 潟 県24 期) 
森  正親 (富 山 県33 期) 

 
丸七 茂樹 (石 川 県31 期) 
前田 初志 (福 井 県35 期) 兼務 
田村 一司 (長 野 県24 期) 兼務 
竹内  進 (岐 阜 県36 期) 
西山 敏明 (静 岡 県50 期) 
福岡 優子 (愛 知 県41 期) 
井上 修三 (滋 賀 県51 期) 
今井 津司 (大 阪 府22 期) 
米田 幸雄 (兵 庫 県25 期) 
伊澤 正純 (鳥 取 県24 期) 
高  政嗣 (広 島 県44 期) 
青木 政明 (徳 島 県37 期) 
相澤  徹 (徳 島 Dr .07)  兼務 

[事務局] 
酒井  潤 事務局長：各種会議招集、文書管理、会員情報管理 
白取 裕士 会計委員長：会計処理、会員会費管理 
富樫 美昭 総務委員長 
保坂 淳司 総務委員 
石川由紀子 広報・ＨＰ委員長：HP 管理、物販 
福岡 優子 広報・ＨＰ委員：会報記事収集、校正 
佐藤 俊寿 広報・ＨＰ委員／総務委員：会報記事収集、校正 

  

2023/2024 年度 役員 
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書き損じはがき募集のその後。 

前号でお知らせしていた「総会時の書き損じはがき募集の

件」ですが、おかげさまでたくさんの御協力をいただきました。 

その結果のご報告をいたします。 

ハガキ：227 枚 

切 手：114 枚   集まりました。 

ハガキを、11,644 円分（手数料差し引き）の切手とレターパックに交換しました。 

切手は、総額 8,719 円分となり、合計で 20,363 円分となりました。感謝 感謝です。 

パトロールニュースの発送費や、物販の送料にあてさせていただきます。 

次回の長野総会でも受付する予定でおりますので、皆さまの御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 
オンラインショップが WEB 会員登録制になりました。登録したメールアドレスとパスワードを入力すれ

ば、いつでも簡単に購入が可能です。もちろん登録なしでもご利用できます。 

当協議会の性質上、いつも在庫があるわけではありませんので、欲しい商品の在庫が見当たらない場合、

違うサイズが欲しいなどは、お問い合わせの「物品販売について」を選択し、詳細をお知らせください。 

また、こんな商品を開発してください！などのご意見も受付しております。 

 

  

  

事務局より（いろいろご報告） 

JSPA-WEB ショップの個人情報入

力画面に、JSPA 会員番号を入力し

だくさい。 

気になる商品をクリックしてお進

みください。 
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新終身会員の紹介 
2023 年 5 月 1 日から 

2023 年 11 月 30 日までに 

登録された方です。（敬称略、順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付者受領名簿 

日付 県連・期 氏名 

2023.06.24 北海道 55 期 谷川 弘美 

2023.06.26 青森県 Dr. 坪  健司 

2023.07.12 青森県 30 期 成田真理乃 

2023.07.10 岩手県 37 期 及川 力 

2023.07.28 岩手県 25 期 宮原 利雄 

2023.06.21 福島県 13 期 鈴木 隆司 

2023.07.16 東京都 11 期 平田 春雄 

2023.06.19 福井県 29 期 谷口 誠一 

2023.06.26 福井県 18 期 清水端 明 

2023.07.11 福井県 23 期 扇浦 行弘 

日付 県連・期 氏名 

2023.07.04 長野県 24 期 田村 一司 

2023.06.21 愛知県 32 期 成田 和親 

2023.06.27 愛知県 Dr. 井戸田 仁 

2023.07.12 愛知県 20 期 小椋 健司 

2023.06.20 島根県 Dr. 中寺 尚志 

2023.06.26 岡山県 Dr. 長谷川賢也 

2023.06.22 山口県 14 期 大森  誠 

 

 

 

 
 

訃 報 

杉原 博治さん （享年８０歳） 秋田 １０期 2022年８月９日 逝去 

小林 紀夫さん （享年７６歳） 東京 １５期 ２０２３年 逝去 

小島 祐嘉さん （享年８６歳） 神奈川１３期 ２０２３年２月 逝去 

赤羽 勝美さん （享年８０歳） 長野 一般 ２０２３年５月 逝去 

謹んで御冥福をお祈り申しあげます。 

 

事務局より（新終身会員・寄付者名簿・ほか） 

2023 年 5 月 1 日から 2023 年 11 月 30 日までに寄付

くださった方々です。 

今後の JSPA 活動に有効活用させていただきます。あり

がとうございました。(敬称略) 


